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９
月
定
例
会
は
、９
月
18
日
に
招

集
さ
れ
、10
月
９
日
ま
で
22
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
に
は
、予
算
議
案
１

件
、「
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」な
ど
条
例
議
案

７
件
、契
約
の
締
結
に
関
す
る
議
案

３
件
、経
費
負
担
に
関
す
る
議
案
６

件
、人
事
に
関
す
る
議
案
２
件
、そ

の
他
の
議
案
１
件
、「
平
成
26
年
度

福
岡
県
一
般
会
計
決
算
」な
ど
の
決

算
関
係
議
案
20
件
、計
40
件
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
って
は
、財
政
改
革
、

中
小
企
業
振
興
、地
方
創
生
、医

療・福
祉・介
護
問
題
、観
光
振
興
、

防
災
対
策
、農
林
水
産
問
題
、教
育

問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、提
出
さ
れ
た
議
案

20
件
に
つい
て
は
、い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　

20
件
の
決
算
関
係
議
案
に
つい
て

は
、決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

閉
会
中
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、決
算
特
別
委
員
会
の
委

員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

平
成
二
十
七
年
九
月

福岡県中小企業振興条例が成立しました

目　的
　中小企業の振興について、基
本理念を定め、県の責務等を明
らかにするとともに、中小企業
の振興に関する施策の基本と
なる事項を定めることにより、
中小企業の振興に関する施策
を総合的かつ計画的に推進し、
もって本県経済の健全な発展
及び県民生活の向上を図る。

基本理念

中小企業者の経営の
改善及び向上に対す
る自主的な取組が促
進されること。

県、中小企業者、中小企業支援団体、金融機
関等、大学等及び研究機関、大企業者、市町
村その他の関係機関並びに県民が相互に連
携し、協力することにより推進されること。

多様な産業の集積、豊富な人材、
高品質な農林水産物その他の本
県の有する特性が活かされること。

小規模企業の振興については、そ
の事業の持続的な発展が図られ
るよう十分な配慮がなされること。

基本的施策
● 創業の促進
● 経営基盤の強化の促進
● 新たな事業展開の促進
● 小規模企業者の事業の持続的な発展

中小企業支援団体

大学等及び研究機関

金融機関等

大企業者

中小企業者

市町村 県 県民
地域において支援体制を整備し、
関係機関が緊密に連携して支援

県の責務や関係者の役割
全ての関係者が連携・協力して支援全ての関係者が連携・協力して支援全ての関係者が連携・協力して支援

頑張る中小企業を支援頑張る中小企業を支援しますします頑張る中小企業を支援します
 本県の中小企業は、県内企業数の99.8％を占め、雇用の約８割を担っており、本県経済において重要な役割を
担っています。
　しかしながら、企業間競争の激化、市場規模の縮小など、中小企業は厳しい経営環境に直面しています。
　このような中、地域の活性化を図っていくためには、中小企業の多様で活力ある成長発展が不可欠です。
　このため、県議会では、代表質問や一般質問、委員会等において、中小企業が将来に向かって明るい展望
が持てるよう中小企業振興条例の制定に向けて努力してきたところであり、このたび実現したものです。
　この条例は平成27年10月16日に施行されました。

ふくおか県議会だより（1）　第16号

福岡県議会ホームページでは、本会議情報、委員会情報、議員紹介等の掲載のほか、会議録の検索と閲覧、議会中継を実施しています。

2015年（平成27年）11月発行



代表質問から※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Ｑ　

本
県
の
総
合
戦
略
計
画

の
概
要
と
今
後
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

Ａ　

２
０
６
０
年
ま
で
の
将
来

展
望
を
踏
ま
え
た
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
、
雇
用
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
、
人
材
育
成
、
地
域

づ
く
り
の
４
つ
の
基
本
目
標
と

こ
れ
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的

施
策
、
そ
し
て
県
内
15
の
広

域
地
域
振
興
圏
ご
と
の
人
口

構
造
・
人
口
動
態
・
産
業
構

造
に
関
す
る
分
析
結
果
に
つ
い

て
、
外
部
有
識
者
の
意
見
や

市
町
村
の
考
え
方
を
聞
い
て
概

略
を
ま
と
め
た
。
更
に
検
討

を
進
め
、
施
策
の
数
値
目
標

と
15
圏
域
ご
と
の
施
策
の
方
向

性
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
福

岡
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
の
素
案
を
本
議
会
中
に

所
管
の
常
任
委
員
会
に
報
告

し
、
そ
の
上
で
12
月
議
会
に

議
案
と
し
て
提
出
し
た
い
。

Ｑ　

平
成
29
年
度
に
本
県
で

開
か
れ
る
「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
の
効
果
を
広

く
全
県
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、

放
流
行
事
の
会
場
で
あ
る
宗

像
市
鐘
崎
地
区
に
加
え
、
有

明
海
、
豊
前
海
で
も
同
時
進

行
で
放
流
行
事
を
行
う
の
も

一
考
で
は
な
い
か
。
知
事
の

抱
負
を
尋
ね
る
。

Ａ　

大
会
の
目
的
は
、
水
産

資
源
の
保
護
・
管
理
、
海
・

河
川
ひ
い
て
は
水
源
地
域
の
環

境
保
全
な
ど
を
進
め
る
こ
と

で
、
県
全
体
の
水
産
業
と
、

そ
れ
が
営
ま
れ
て
い
る
各
地
域

の
振
興
・
発
展
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
大
会
を
契
機
に
本
県

の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
つ
い
て

県
内
外
の
関
心
を
高
め
て
い

く
。
開
催
地
の
筑
前
海
だ
け

で
な
く
、
有
明
海
、
豊
前
海
、

内
水
面
で
も
地
元
を
中
心
に

放
流
を
行
う
な
ど
、
県
内
各

地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
た
本
県
ら
し
い
行
事
を

展
開
す
る
。

Ｑ　

平
成
27
年
度
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

す
べ
て
の
教
科
区
分
で
全
国

平
均
を
上
回
る
と
い
う
目
標

を
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も

達
成
で
き
て
い
な
い
。
今
回

の
結
果
と
要
因
を
教
育
長
は

ど
う
総
括
・
分
析
し
て
い
る

か
。

Ａ　

学
力
調
査
と
同
時
に
行

わ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
、
全
職
員
に
よ
る
組
織
的

な
取
り
組
み
や
、
授
業
で
考

え
を
深
め
る
話
し
合
い
活
動
な

ど
を
よ
く
行
っ
た
学
校
が
全
国

と
比
べ
て
少
な
く
、
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
１
日
２
時

間
以
上
使
用
し
て
い
る
児
童

生
徒
が
全
国
と
比
べ
て
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
教
員

の
意
識
の
面
や
指
導
力
の
面
、

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

の
面
に
改
善
す
べ
き
課
題
が
あ

る
。
特
に
中
学
校
は
全
国
と

比
べ
て
学
力
の
低
位
層
の
割
合

や
学
習
規
律
が
確
保
で
き
て
い

な
い
学
校
の
割
合
が
高
く
、

学
校
の
組
織
的
取
り
組
み
や

授
業
方
法
の
改
善
な
ど
が
小

学
校
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

県
が
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
中
小
企
業
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
成
果
と
来
年
度
以

降
の
対
策
を
問
う
。

Ａ　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
自
動
車

生
産
が
非
常
に
伸
び
て
お
り
、

生
産
台
数
に
占
め
る
日
系
メ
ー

カ
ー
の
割
合
は
約
98
％
、
最

大
は
北
部
九
州
に
拠
点
を
持

つ
ダ
イ
ハ
ツ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

県
は
昨
年
度
か
ら
県
内
自
動

車
関
連
企
業
を
団
員
と
す
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
同
国
に
派
遣
し
、

商
談
会
や
工
場
視
察
、
同
国

工
業
省
や
、
多
く
の
現
地
部

品
企
業
が
加
盟
す
る
財
団
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

現
地
企
業
か
ら
合
弁
企
業
の

設
立
や
技
術
提
携
の
要
請
も

多
く
、
本
県
企
業
と
具
体
的

な
商
談
を
進
め
て
い
る
企
業

も
数
社
あ
る
。
今
後
は
工
業

省
や
同
財
団
と
連
携
を
強
化

し
、
本
県
に
同
国
か
ら
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
、
中
小
企

業
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
。

Ｑ　

全
国
学
力
テ
ス
ト
で
常

に
上
位
の
秋
田
県
は
、
県
費

を
上
乗
せ
し
て
30
人
以
下
の

少
人
数
学
級
を
小
・
中
学
校

で
拡
大
し
、
学
力
を
底
上
げ

し
て
い
る
。
本
県
は
県
費
の

上
乗
せ
は
な
く
、
少
人
数
学

級
の
推
進
は
市
町
村
任
せ
で

あ
る
。
少
人
数
学
級
を
小
学

３
年
生
以
上
に
県
独
自
で
拡

大
す
る
こ
と
を
、
な
ぜ
本
県

は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
生

活
の
両
面
に
お
い
て
よ
り
き
め

細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
に
、

少
人
数
学
級
は
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
が
、
小
・
中
学

校
の
学
級
編
制
は
ま
ず
国
が

方
針
を
決
め
る
の
が
基
本
。
全

国
知
事
会
は
７
月
、
少
人
数

学
級
や
少
人
数
指
導
の
実
施
の

た
め
の
教
職
員
定
数
の
改
善
を

国
に
要
望
し
た
。
引
き
続
き

全
国
知
事
会
と
連
携
し
、
様
々

な
機
会
を
活
用
し
て
、
国
に

強
く
要
望
し
続
け
る
。

Ｑ　

県
教
委
が
放
課
後
学
習

活
動
支
援
と
し
て
新
規
に
実

施
す
る
「
学
び
道
場
」
は
、
今

年
度
は
10
の
市
・
町
が
指
定

さ
れ
る
だ
け
だ
。
不
足
す
る

家
庭
学
習
を
補
充
す
る
た
め
、

県
下
に
１
，２
４
８
か
所
あ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
全
て

に
「
学
び
道
場
」
の
機
能
を

付
与
す
る
よ
う
県
と
し
て
予

算
付
け
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
保

護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
生
を
対
象
に
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。
一
方
、「
学
び
道
場
」
は

小
中
学
生
を
対
象
に
学
習
指

導
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
「
学

び
道
場
」
に
参
加
し
や
す
い
環

境
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
市

町
村
に
働
き
か
け
る
。
今
後
、

両
者
の
連
携
状
況
を
随
時
検

証
し
、
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
て
、
放
課
後
に
お
け
る
子

ど
も
の
活
動
支
援
を
進
め
る
。

Ｑ　

視
覚
障
害
者
に
は
、
県

の
防
災
に
関
す
る
手
引
書
に

音
声
コ
ー
ド
を
付
け
る
な
ど

の
対
応
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

重
度
障
害
児
・
者
を
含
む
、

避
難
行
動
要
支
援
者
一
人
ひ
と

り
に
対
す
る
避
難
支
援
者
や

避
難
場
所
を
記
載
し
た
個
別

避
難
支
援
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
県
内
市
町
村
の
進
捗

状
況
と
策
定
率
１
０
０
％
へ
の

知
事
の
意
欲
を
聞
き
た
い
。

Ａ　

県
民
生
活
に
密
着
し
た

広
報
物
に
は
、
音
声
コ
ー
ド
付

き
の
も
の
を
併
せ
て
作
成
す
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
、
県

で
防
災
に
関
す
る
手
引
書
を

作
成
す
る
場
合
に
は
、
音
声

コ
ー
ド
付
き
の
も
の
を
併
せ
て

作
成
し
て
い
く
。　

　

県
内
市
町
村
の
個
別
避
難

支
援
計
画
の
策
定
は
、
今
年

９
月
現
在
で
53
・
３
％
。
県
と

し
て
は
市
町
村
へ
の
支
援
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
で
き
る
限
り

早
期
の
１
０
０
％
達
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ク

タ
ー
カ
ー
は
命
を
守
る
地
域
の

「
砦
」。
重
要
な
課
題
の
操
縦

士
の
養
成
と
確
保
、
県
内
の

ド
ク
タ
ー
カ
ー
稼
動
の
現
状
と

今
後
の
運
用
に
つ
い
て
知
事
の

見
解
を
問
う
。

Ａ　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
久
留

米
大
学
病
院
が
西
日
本
空
輸

に
運
航
を
委
託
し
て
お
り
、
１

機
当
た
り
の
操
縦
士
は
２
・
８

人
。
必
要
と
さ
れ
る
１
・
８
人

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
操
縦
士

の
資
格
取
得
者
が
近
年
減
っ
て

お
り
、
将
来
的
に
不
足
す
る

可
能
性
は
あ
る
。県
と
し
て
は
、

操
縦
士
養
成
・
確
保
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
る
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
平
成
26
年

度
末
で
、
本
県
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
と
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
16
施
設
の
う
ち
、
15
施

設
に
22
台
配
備
さ
れ
て
い
る
。

25
年
度
の
稼
動
は
救
急
現
場
へ

の
出
動
が
約
５
０
０
回
、
患
者

の
病
院
間
搬
送
が
約
１
９
０
０

回
。
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
稼
働

実
績
が
な
い
医
療
機
関
も
見
受

け
ら
れ
、
そ
の
低
調
な
要
因
を

し
っ
か
り
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ　

学
校
の
体
制
整
備
で
は
教

職
員
の
多
忙
化
に
対
応
し
、
教

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
視
点
が

重
要
で
あ
る
。
小
学
校
に
お
け

る
専
科
制
の
拡
充
が
、
児
童
の

理
解
促
進
と
教
員
の
負
担
軽

減
の
両
方
に
有
効
と
考
え
る
。

本
県
に
お
け
る
専
科
制
の
進
捗

状
況
と
、
拡
充
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

本
県
で
は
現
在
、
各
小
学

校
の
判
断
で
、
担
任
外
教
員

を
活
用
し
た
専
科
制
が
、
主

に
高
学
年
の
一
部
の
教
科
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
26
年
度

は
、
59
％
の
学
校
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
・

９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

今
後
、
教
務
担
当
教
員
や
指

導
方
法
工
夫
改
善
担
当
教
員

等
を
活
用
し
た
専
科
制
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
促
し
、
教
育

活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
視
察

の
意
気
込
み
を
知
事
に
問
う
。

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
で
開
催
会

場
の
一
つ
と
な
る
博
多
の
森
球

技
場
で
の
大
成
功
に
向
け
、

今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
県

民
の
機
運
醸
成
を
図
る
の
か
。

Ａ　

視
察
地
で
は
、
日
本
大

会
の
開
催
地
の一つ
、
キ
ャ
ン
プ

地
の
候
補
地
と
し
て
福
岡
県

を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
大
会

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
私
自
身
、

直
に
見
て
肌
で
感
じ
て
、
今

後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
た

い
。
８
月
に
博
多
の
森
球
技
場

で
あ
っ
た
日
本
代
表
の
壮
行
試

合
に
県
内
で
の
ラ
グ
ビ
ー
試
合

と
し
て
過
去
最
高
の
１
万
人

を
超
え
る
観
客
が
集
ま
っ
た

が
、大
事
な
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

県
と
し
て
競
技
団
体
、
経
済

団
体
と
も
連
携
。
新
た
な
フ
ァ

ン
層
の
拡
大
、
機
運
の
醸
成
に

努
め
て
い
く
。 

Ｑ　

改
正
農
協
法
が
来
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
農

協
改
革
に
対
す
る
知
事
の
考

え
方
を
問
う
。

Ａ　

農
協
改
革
は
自
己
改
革

が
基
本
。
そ
の
認
識
の
下
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
慎

重
か
つ
丁
寧
な
議
論
を
行
う

よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
機
会
あ

る
ご
と
に
国
に
要
請
し
て
き

た
。
改
正
法
に
は
、
農
協
の

理
事
の
構
成
に
つ
い
て
関
係
者

の
意
向
や
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
、
ま
た
、
准
組
合
員
の

事
業
利
用
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
農
協
が

果
た
し
て
い
る
役
割
や
関
係
者

の
意
向
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
ど

を
内
容
と
す
る
附
帯
決
議
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
国

に
お
い
て
改
正
農
協
法
に
係
る

運
用
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
県
は
附
帯
決
議

の
趣
旨
も
十
分
に
踏
ま
え
て

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
、
国

に
対
し
来
月
に
も
要
請
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

中
小
企
業
振
興
条
例
の

周
知
徹
底
、
今
後
の
中
小
企

業
の
振
興
を
ど
う
図
っ
て
い

く
の
か
。

Ａ　

中
小
企
業
は
本
県
企
業

の
99
・
８
％
を
占
め
、
雇
用
の

８
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
福
岡
県
の
経
済
と
発
展

の
原
動
力
で
あ
る
。
制
定
後
は

広
報
そ
の
他
で
周
知
徹
底
を

図
り
、
条
例
に
基
づ
く
各
種

施
策
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、

県
内
中
小
企
業
の
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　

中
小
企
業
は
成
長
発
展
段

階
に
応
じ
て
的
確
に
支
援
す

る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
。
地

域
ご
と
に
支
援
体
制
を
整
備

す
る
。
条
例
の
実
効
性
確
保

の
た
め
、
概
ね
３
年
を
期
間

と
す
る
基
本
計
画
を
策
定

し
、
毎
年
、
施
策
の
実
施
状

況
等
を
検
証
し
、
公
表
す
る
。

今
後
、
中
小
企
業
１
社
１
社

に
対
し
、
よ
り
き
め
細
か
く

総
合
的
に
支
援
し
て
、
事
業

の
継
続
、
そ
の
成
長
発
展
を

図
っ
て
い
く
。
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代表質問を終えて 会派を代表して行われた代表質問について、
各会派が分かりやすく説明します。

　

本
県
に
お
い
て
策
定
さ
れ
る
予
定
の
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
に

つ
い
て
冒
頭
質
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
総
合
戦
略
の
基
本
フ
レ
ー

ム
の一つ
「
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
づ
く
り
」
の
要
と
な
る
中
小
企
業

振
興
条
例
に
つい
て
、
企
業
の
成
長
段
階
や
地
域
性
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
施
策
等
を
行
う
こ
と
で
福
岡
県
の
独
自
性
を
出
す

旨
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
若
者
の
結
婚
・

家
族
形
成
に
対
す
る
意
識
醸
成
を
目
指
す
内
容
等
を
盛
り
込

み
、
12
月
議
会
に
議
案
と
し
て
提
出
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
に
福
岡
県
で
開
催
予
定
の
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
」
に
つ
い
て
、
会
場
の
筑
前
海
だ
け
で
な
く
、

有
明
海
、
豊
前
海
、
内
水
面
で
も
放
流
事
業
を
行
う
等
、
三

面
を
海
に
囲
ま
れ
た
福
岡
県
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
大
会
を

目
指
し
、
大
会
の
効
果
を
県
全
体
に
波
及
さ
せ
る
意
向
を
知

事
に
表
明
さ
せ
ま
し
た
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
今
回

も
目
標
が
達
成
出
来
な
か
っ
た
件
に
つ
い
て
、
県
教
委
の
過
去

の
施
策
に
お
い
て
「
学
力
向
上
県
民
運
動
」
を
「
教
育
力
向

上
県
民
運
動
」
と
す
る
概
念
の
す
り
替
え
が
あ
っ
た
事
を
指

摘
。
今
回
の
結
果
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
真
摯
な
総
括
を
求
め

ま
し
た
。
教
育
長
は
遺
憾
の
意
と
共
に
、
学
力
向
上
に
対
す

る
教
員
の
意
識
や
指
導
力
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
な

ど
に
改
善
点
が
あ
り
、
特
に
中
学
校
に
お
い
て
学
習
規
律
が

確
保
出
来
て
い
な
い
学
校
が
多
い
と
の
認
識
を
表
明
。
学
力
向

上
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
さ
せ
ま
し
た
。

自
民
党
県
議
団

　

ア
セ
ア
ン
経
済
共
同
体
（
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
等
10
か
国
、

圏
域
人
口
６
億
人
）
の
本
年
末
誕
生
を
受
け
、
会
派
視
察

を
基
に
そ
の
対
策
を
質
し
ま
し
た
。
知
事
は
、
経
済
交
流

を
一
層
進
め
る
た
め
、
福
岡
Ａ
Ｂ
Ｃ（
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
）
で
県
内
中
小
企
業
の
海
外
事
業
展
開
を
支
援
、
今

年
度
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
担
当
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
新
規
登
録
、
特

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
中
小
企
業
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
支

援
す
る
と
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
直
行
便
就
航
は
、「
福

岡
県
の
空
港
の
将
来
構
想
」
で
、
福
岡
空
港
へ
の
誘
致
に
取

り
組
む
路
線
、
北
九
州
空
港
は
早
朝
・
深
夜
便
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の

誘
致
を
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
か
ら
、
今
後
の
就
航
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
、
本
県
結
果
が
２
年
連
続
、
対
象
の

小
６
・
中
３
全
科
目
、
全
国
平
均
正
答
率
を
下
回
り
、
地

域
間
格
差
も
固
定
し
て
い
る
た
め
、
学
力
テ
ス
ト
上
位
の
秋

田
県
の
視
察
か
ら
、
少
人
数
学
級
を
県
独
自
で
小
３
以
上
に

拡
大
す
る
こ
と
を
質
し
ま
し
た
。
知
事
と
教
育
長
は
、
国
へ

定
数
改
善
を
要
望
す
る
考
え
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

教
育
長
は
、学
力
向
上
を
目
的
と
す
る
新
規
の
「
学
び
道
場
」

の
開
設
方
法
を
工
夫
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
を
強

化
し
、
放
課
後
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
と
し
ま
し
た
。

関
連
し
て
、
教
員
採
用
は
質
の
確
保
に
配
慮
し
、
段
階
的
に

増
加
を
図
り
、
正
規
教
員
の
確
保
・
配
置
に
努
め
る
と
し

ま
し
た
。

民
主
・
県
政
県
議
団

　

冒
頭
、
本
県
の
防
災
対
策
及
び
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。
知
事
は
「
県
管
理
河
川
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
必

要
な
点
検
を
実
施
し
、
適
切
な
対
策
を
検
討
、
ま
た
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
大
規
模
災
害
時
の
避
難
生
活
に
対
す
る

実
効
あ
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
の
答
弁
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
福
岡
県
へ
の
観
光
誘
致
に
つ
い
て
、
観
光
客
の
県
内

各
地
へ
の
周
遊
や
福
岡
県
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
提
案

し
ま
し
た
。
知
事
は
「
一
人
で
も
多
く
の
観
光
客
に
、
県
内

各
地
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
県
内
各
地
の
魅
力
を
一
層
高
め
、
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

に
取
り
組
み
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
」
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
と
今
後
の
決
意
に
つ
い
て
、
警

察
本
部
長
、
知
事
に
質
し
ま
し
た
。
知
事
部
局
と
県
警
察
と

も
に
、
連
携
し
危
機
意
識
を
も
っ
て
、
被
害
防
止
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
医
療
・
福
祉
・
介
護
問
題
、
女
性
活
躍
推
進
、

不
法
係
留
船
問
題
、
教
職
員
、
特
に
小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
先
生
方
の
勤
務
負
担
軽
減
、
警
察
問
題
等

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
に
提
言
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

公
明
党

　

時
宜
に
沿
っ
た
問
題
、
緊
急
性
の
高
い
問
題
や
、
県
政
全
体

を
俯
瞰
す
る
大
局
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
知
事
や
執
行
部
の
見

解
を
質
し
ま
し
た
。

　

台
風
15
号
に
よ
り
県
内
で
も
行
橋
・
柳
川
市
な
ど
で
被
害
が

発
生
し
、
安
全
対
策
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
太
陽

光
発
電
設
備
に
つい
て
は
、そ
の
設
置
基
準
や
安
全
対
策
を
問
い
、

県
と
し
て
任
意
保
険
加
入
の
呼
び
か
け
や
、
法
令
順
守
に
つ
い
て

の
国
と
の
連
携
・
協
力
を
行
う
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
に
関
し
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
と
そ
れ

を
活
か
し
た
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
い
、
県
が
誘

致
提
案
し
て
い
る
機
関
と
本
県
の
推
進
す
る
自
動
車
産
業
な
ど

が
、
関
係
の
深
い
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
点
な
ど
も

活
か
し
、
今
後
と
も
積
極
的
に
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
県
議
選
で
初
め
て
発
行
さ
れ
た
選
挙
公
報
に
つ
い
て

は
、
期
日
前
投
票
が
増
加
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
期
日
前
投
票

所
に
備
え
置
く
べ
き
と
の
提
案
を
行
い
、
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
は
、
各
市
町
村
に
対
し
働
き
か
け
を
行
う
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

福
祉
問
題
に
関
し
て
は
、
要
介
護
高
齢
者
の
福
祉
増
進
を

図
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
状
況
な
ど
を
問
い
、

平
成
29
年
度
ま
で
に
県
全
体
で
２
，５
９
８
床
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
り
、
今
後
も
計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書、採択された請願

平成27年9月定例会では議案40件が提出され、
20件については、原案のとおり可決または同意さ
れました。20件の決算関係議案については、決算
特別委員会に付託し、閉会中継続審査されること
となりました。

○予算議案　1件
・平成27年度福岡県河川開発事業特別会計補正
予算（第１号）

○条例議案　7件
・福岡県個人情報保護条例の一部を改正する条例
の制定について
・議会の議員その他の非常勤の職員の公務災害等
補償に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
・福岡県事務処理の特例に関する条例の一部を改
正する条例の制定について
・福岡県商工関係手数料条例の一部を改正する条
例の制定について
・福岡県中小企業振興条例の制定について
・福岡県屋外広告物条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県営住宅条例の一部を改正する条例の制定
について

○工事請負契約の締結に関する議案　3件

○経費負担に関する議案　6件
・農業農村環境整備事業の経費の負担について
・県営土地改良事業の経費の負担について
・県営林道開設事業の経費の負担について
・港湾関係事業の経費の負担について
・街路関係事業の経費の負担について
・流域下水道事業の経費の負担について

○人事に関する議案　2件
・副知事の選任について
・教育委員会委員の任命について

○その他の議案　1件
・福岡県都市計画基本方針の策定について

○決算関係議案　20件
・平成26年度福岡県一般会計決算　など

○公共事業予算の確保と補正予算の編成を求める
意見書
○高等学校における日本史必修化を求める意見書
○教育現場の実態に即した教職員配置の充実を求
める意見書
○難病対策の充実に関する意見書
○外国人観光客のさらなる受入環境の整備を求める
意見書

可決された意見書

○私立幼稚園に対する助成制度の拡充強化に関する
請願

採択された請願
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古
川
議
員　

緊
急
雇
用
基
金
事
業
で

行
っ
た
農
林
水
産
部
の
事
業
で
、受
託

業
者
に
特
定
の
人
を
雇
わ
せ
、
実
際

は
10
か
月
余
も
県
庁
の
雑
務
を
さ
せ

る
と
い
う
不
正
が
あ
っ
た
。私
の
指
摘

で
、関
係
職
員
の
処
分
を
行
っ
た
が
、

知
事
は
こ
の
こ
と
を
ど
う
把
握
し
、

ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

県
に
対
し
情
報
提
供
が
あ
り
、

疑
義
を
解
明
す
べ
く
関
係
者
や
関
係

職
員
か
ら
事
情
聴
取
を
行
っ
た
。こ
れ

ら
事
実
確
認
に
よ
り
、県
の
不
適
切

な
事
務
処
理
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、

関
係
職
員
の
処
分
を
行
っ
た
。
深
く

お
詫
び
し
た
い
。

真政会真政会真政会

古川　 忠 議員

松
下
議
員　

建
設
業
退
職
金
共
済

制
度（
建
退
共
）を
実
効
性
あ
る
も
の

に
す
る
に
は
。

Ａ　

こ
の
制
度
は
、勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
と
契
約
し
た
事
業
主
が
購
入

し
た
共
済
証
紙
を
、労
働
者
の
共
済

手
帳
に
貼
っ
て
掛
金
を
積
み
立
て
、建

設
業
を
退
職
す
る
際
、証
紙
の
枚
数
に

応
じ
た
退
職
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
。

県
工
事
受
注
業
者
に
下
請
業
者
分
も

含
む
共
済
証
紙
の
購
入
・
労
働
者
へ
の

交
付
を
求
め
て
お
り
、購
入
状
況
の
確

認
を
行
っ
て
い
る
。受
注
業
者
か
ら
の

証
紙
の
配
付
報
告
に
つ
い
て
、具
体
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

壹
岐
議
員　

県
中
小
企
業
振
興
条

例
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、基
本
計
画

に
知
的
財
産
戦
略
を
盛
り
込
む
こ
と

も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ａ　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す

る
な
か
で
中
小
企
業
が
世
界
と
戦
っ

て
い
く
に
は
、知
的
財
産
の
創
造
・
保

護
・
活
用
と
い
っ
た
知
的
財
産
に
関
わ

る
戦
略
を
企
業
の
成
長
段
階
に
応
じ

て
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。今
後
、基
本
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、こ
の
よ
う

な
視
点
も
盛
り
込
み
、中
小
企
業
の

知
的
財
産
に
関
す
る
支
援
施
策
を
検

討
し
て
い
く
。

西
尾
議
員　

も
の
づ
く
り
産
業
、特
に

技
術
者
の
人
材
育
成
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

も
の
づ
く
り
産
業
は
安
定
雇
用

を
生
み
、新
技
術
開
発
等
に
よ
り
他

産
業
に
高
い
波
及
効
果
を
も
た
ら

す
。
県
で
は
新
技
術
・
製
品
開
発
補

助
、知
的
財
産
の
活
用
支
援
、工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
年
１
万
件
の
相
談

対
応
、約
２
０
０
社
の
企
業
訪
問
指

導
、約
80
件
の
企
業
と
の
共
同
研
究

を
支
援
。
人
材
育
成
の
た
め
飯
塚
研

究
開
発
機
構
な
ど
で
金
型
・め
っ
き
・ゴ

ム
な
ど
の
製
造
基
盤
技
術
、デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
３
次
元
設
計
の
支

援
、ま
た
解
析
技
術
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

公明党公明党公明党

西尾 耕治 議員 松下 正治 議員

壹岐 和郎 議員

西
元
議
員　

若
者
の
地
元
就
職
に

向
け
、労
働
局
と
教
育
庁
の
連
携
や

正
規
雇
用
促
進
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
用
に
よ
っ
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

Ａ　

労
働
局
が
教
育
部
局
に
呼
び
か

け
、高
校
の
進
路
・
就
職
指
導
の
担
当

者
と
企
業
の
人
事
担
当
者
が
情
報
交

換
す
る
交
流
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、ま
た
、地
元
企
業
の
経
営
者
に
よ

る
出
前
講
座
や
職
場
見
学
会
も
行
っ

て
い
る
。
10
月
に
開
設
す
る
正
規
雇

用
促
進
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、地

元
企
業
の
正
規
雇
用
に
よ
る
若
年
人

材
の
確
保
、そ
れ
に
資
す
る
よ
う
な

関
連
情
報
を
提
供
す
る
。

阿
部
議
員　
「『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」の
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

ユ
ネ
ス
コ
に
来
年
２
月
１
日
ま
で

に
正
式
の
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
る
運

び
。過
去
の
例
で
は
、来
年
９
月
ご
ろ
ユ

ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
イ
コ
モ
ス
の
現
地

調
査
が
行
わ
れ
、平
成
29
年
７
月
ご
ろ

登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
。
現
地

調
査
の
結
果
が
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、国
や
宗
像
市
、福
津
市
と
緊
密
に

連
携
し
て
資
料
の
作
成
・
翻
訳
、資
産

周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
、着
実
に
準

備
を
進
め
万
全
の
体
制
で
臨
む
。

桐
明
議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
伴
う
市
町
村
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
強
化
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

本
県
で
は
住
民
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
遮
断
さ

れ
て
い
な
い
市
町
村
が
８
月
時
点
で

19
団
体
。う
ち
11
団
体
が
10
月
５
日

の
運
用
開
始
ま
で
の
対
応
は
困
難
と

し
て
い
た
が
、市
町
村
の
状
況
に
応
じ

て
技
術
的
な
助
言
を
行
い
、す
べ
て
が

同
日
ま
で
に
遮
断
で
き
る
見
通
し
と

な
っ
た
。今
後
も
県
の
人
材
を
活
用
し

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
。対
策

に
要
す
る
財
源
は
全
国
知
事
会
を
通

じ
国
に
要
望
し
て
い
る
。

十
中
議
員　

農
業
生
産
基
盤
の
整

備
は
重
要
だ
が
、
農
業
農
村
整
備
事

業
の
予
算
が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い

な
い
。
地
域
ニ
ー
ズ
を
ど
う
把
握
し
、

事
業
に
活
か
す
か
。

Ａ　

今
年
度
の
工
事
は
国
の
認
証
率

が
低
い
な
か
、市
町
村
や
地
元
土
地

改
良
区
の
意
見
も
聞
き
、現
場
の
状

況
も
把
握
し
て
、施
工
個
所
、施
工
時

期
に
つ
い
て
緊
急
性
を
考
慮
の
上
、事

業
計
画
を
調
整
し
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
に
工
事
を
予
定
し
て
い
た
市

町
村
や
土
地
改
良
区
へ
の
聞
き
取
り

調
査
も
実
施
し
て
お
り
、必
要
な
予

算
の
確
保
を
国
に
働
き
か
け
る
。

吉
村
議
員　

北
九
州
市
が
設
置
す
る

認
知
症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
の

事
業
に
対
す
る
支
援
、
事
業
成
果
の

普
及
に
つ
い
て
。

Ａ　

同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
る

「
科
学
的
実
証
に
基
づ
く
介
護
予
防
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」の
成
果
は
、他
の
市

町
村
に
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。他
の
市
町
村
に
と
っ
て
モ
デ
ル

と
な
る
介
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
で
き

る
よ
う
北
九
州
市
と
協
力
し
て
い
く
。

事
業
の
成
果
は
、各
市
町
村
職
員
を
対

象
に
し
た
報
告
会
や
介
護
予
防
の
研

修
会
で
情
報
提
供
し
活
用
を
促
す
。

井
上（
博
）議
員　

本
県
と
米
国
ハ
ワ

イ
州
は
来
年
で
姉
妹
提
携
35
周
年
を

迎
え
る
。記
念
事
業
は
官
民
一
体
の
イ

ベ
ン
ト
が
有
効
で
は
な
い
か
。

Ａ　

両
県
州
は
５
年
ご
と
に
周
年
事

業
を
実
施
し
、交
流
を
深
化
・
拡
大
し

て
き
た
。２
人
目
の
日
系
人
ハ
ワ
イ
州

知
事
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
イ
ゲ
氏
が
昨
年
就

任
し
、姉
妹
提
携
先
と
の
友
好
交
流

強
化
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。35
周

年
は
両
県
州
の
連
携
を
強
化
し
交
流

を
活
性
化
す
る
節
目
の
年
に
し
た
い
。

周
年
事
業
は
交
流
促
進
の
弾
み
と
な

る
よ
う
民
間
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
を
含
め
検
討
し
た
い
。

井
上（
順
）議
員　

空
き
家
対
策
は
所

有
者
の
意
向
確
認
が
重
要
。
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
同
封
し
、意
向
を
聞
く
接
点
と
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ　

県
と
全
市
町
村
、関
連
す
る
民

間
団
体
で
構
成
す
る「
県
空
き
家
対

策
連
絡
協
議
会
」で
、意
向
確
認
の
手

法
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。
提
案
さ

れ
た「
納
税
通
知
書
を
活
用
し
た
空

き
家
所
有
者
の
意
向
確
認
」は
、税
法

体
系
の
手
続
き
の
中
で
ど
こ
ま
で
で

き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。そ
れ
も
含
め
て
連
絡
協
議
会

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

岳
議
員　

地
域
活
性
化
の
観
点
か

ら
、よ
り
多
く
の
市
町
村
で
継
続
的

に
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
を
開

け
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

Ａ 
 

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
を

誘
致
し
継
続
的
に
開
催
す
る
こ
と

は
、地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。
各
市
町

村
に
対
し
て
、地
域
の
特
色
や
保
有

す
る
競
技
施
設
等
を
生
か
し
な
が

ら
、費
用
対
効
果
の
問
題
も
含
め
、ど

の
よ
う
な
大
会
の
開
催
が
可
能
か
、

そ
れ
が
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
か

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
や
助
言
を

行
う
。

渡
辺
議
員　

一
部
の
外
国
人
観
光
客

に
対
し
て
マ
ナ
ー
な
ど
の
問
題
が
発

生
し
て
い
る
。
問
題
解
決
の
た
め
観

光
客
に
も
受
け
入
れ
側
の
施
設
に
も

情
報
提
供
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

日
本
の
マ
ナ
ー
や
習
慣
へ
の
理
解

不
足
や
誤
解
な
ど
が
要
因
に
あ
る
。

県
観
光
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

多
言
語
の
観
光
情
報
、旅
の
安
全
情

報
に
加
え
、日
本
の
生
活
習
慣
や
ト
イ

レ
の
使
い
方
、入
浴
方
法
に
つ
い
て
も

情
報
提
供
し
て
い
く
。
ま
た
観
光
施

設
の
経
営
者
等
に
も
、県
が
開
く
セ
ミ

ナ
ー
で
外
国
人
観
光
客
へ
の
効
果
的

な
対
応
方
法
を
学
ん
で
も
ら
う
。

自民党
県議団
自民党
県議団
自民党
県議団

桐明 和久 議員

井上 博行 議員岳　 康宏 議員

渡辺 勝将 議員

阿部 弘樹 議員

西元　 健 議員

十中 大雅 議員

吉村　 悠 議員井上 順吾 議員

一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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10
月
１
日
、福
岡

県
議
会
と
友
好
提

携
を
締
結
し
て
い
る

ハ
ワ
イ
州
議
会
の
友

好
訪
問
団
の
皆
さ
ん

が
、県
議
会
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
の
皆
さ
ん

は
、開
会
中
の
９
月

定
例
会
一
般
質
問
を

傍
聴
さ
れ
、そ
の
後
、

正
副
議
長
や
各
会

派
の
代
表
者
、歴
代

の
議
長
経
験
者
、福

岡
県
日
米
友
好
議

員
連
盟
の
役
員
と

懇
談
が
行
わ
れ
、井

上
議
長
は
、「
１
９
８

２
年
に
ハ
ワ
イ
州
議

会
と
福
岡
県
議
会
と
の
間
で
友
好
親
善
の

盟
約
を
交
わ
し
て
か
ら
、文
化
、経
済
、教

育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。今
回
の
訪
問
が
実
り
多
い
も
の

と
な
り
、ハ
ワ
イ
州
と
福
岡
県
の
友
好
関
係

が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
団
長
の
ジ
ョ
セ
フ
・ス
ウ
キ　
ハ
ワ

イ
州
議
会
下
院
議
長
は
、「
大
変
な
つ
か
し
い

歴
代
の
議
長
の
皆
様
に
お
出
迎
え
い
た
だ
き

感
謝
し
ま
す
。今
回
の
福
岡
訪
問
に
当
た

り
、大
変
温
か
い
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
き

感
激
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
通
学
し

て
い
る
様
子
を
見

て
、福
岡
は
治
安

が
良
い
街
だ
と
感

じ
た
。ハ
ワ
イ
か
ら

も
っ
と
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ

う
努
力
し
た
い
」

な
ど
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。　

米
国
ハ
ワ
イ
州
議
会
が

県
議
会
を
訪
問

トピック
ス

神
﨑
議
員　

文
化
庁
の
「
日
本
遺

産
」
認
定
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
事

業
と
効
果
、観
光
戦
略
上
の
活
用
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

文
化
庁
で
は
文
化
財
を
公
開
・

活
用
す
る
た
め
の
条
件
整
備
や
国
内

外
へ
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
支
援
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、県
と
し
て
も

地
域
全
体
で
事
業
を
実
施
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
。効
果
に
つ
い
て
は
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。活
用
に
つ
い
て
は
、関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を

先
取
り
す
る
よ
う
な
観
光
資
源
を
発

掘
し
、誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

小
河
議
員　

主
伐
を
中
心
と
し
た

県
産
材
の
供
給
力
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
尋
ね
る
。

Ａ　

本
県
で
は
、人
工
林
の
約
７
割
が

利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、平
成
26
年

度
か
ら
主
伐
に
よ
る
県
産
材
の
供
給

力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。搬
出
経

費
等
の
一
部
助
成
な
ど
で
事
業
者
の
意

欲
が
向
上
し
て
、県
内
の
製
材
工
場
の

需
要
に
占
め
る
県
産
材
の
シ
ェ
ア
が
25

年
度
か
ら
10
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、現
在

33
％
に
達
し
て
い
る
。今
年
度
の
主
伐

の
出
荷
量
は
、昨
年
度
か
ら
約
３
割
増

加
す
る
見
込
み
。今
後
と
も
主
伐
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

吉
武
議
員　

高
校
を
中
途
退
学
し
た

生
徒
に
対
し
、ど
う
支
援
策
を
講
じ
て

い
る
か
。公
私
立
を
含
め
、高
校
を
中

途
退
学
し
た「
若
年
無
業
者
」の
就
労

に
向
け
た
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ　

単
位
制
高
校
で
後
期
入
試
を
実

施
し
、定
時
制
高
校
の
教
育
課
程
を

弾
力
化
す
る
な
ど
新
た
な
学
び
を
支

援
す
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

若
年
無
業
者
に
は
、若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
キ
ャ
リ
ア・コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
相
談
、研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
職
業
的
自
立
に
向
け
個
々
の
状
況

に
応
じ
必
要
な
支
援
を
し
て
い
く
。

緑友会緑友会緑友会

小河 誠嗣 議員

吉武 邦彦 議員 神﨑　 聡 議員

原
中
議
員　

情
報
通
信
関
連
の
詐
欺

並
び
に「
セ
ク
ス
ト
ー
シ
ョ
ン
」（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
性
的
な
恐
喝
）

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ　

平
成
26
年
度
に
県
内
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
で

は
、情
報
通
信
関
連
の
占
め
る
割
合
が

最
も
大
き
く
、全
相
談
の
19
・３
％
。今

後
、機
器
の
普
及
に
伴
っ
て
あ
ら
ゆ
る

世
代
で
こ
う
し
た
詐
欺
被
害
や「
セ
ク

ス
ト
ー
シ
ョ
ン
」の
増
加
を
懸
念
。県
民

に
犯
罪
事
例
を
紹
介
し
、具
体
的
な

対
処
方
法
や
注
意
点
を
周
知
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

渡
辺
議
員　

来
年
夏
の
参
議
院
選
挙

か
ら
18
歳
選
挙
権
が
適
用
さ
れ
、憲
法

教
育
な
ど
の
必
要
が
あ
る
。主
権
者
教

育
の
推
進
に
つ
い
て
教
育
長
に
尋
ね
る
。

Ａ　

高
校
で
は
議
会
制
民
主
主
義
や

国
民
の
権
利
と
義
務
な
ど
憲
法
の
意

義
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
上
で
歴

史
、法
律
、国
際
社
会
な
ど
多
様
な
角

度
か
ら
社
会
の
在
り
方
を
考
察
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
大
量
の
情
報
か
ら

必
要
な
も
の
を
選
択
で
き
る
情
報
活

用
能
力
の
育
成
も
不
可
欠
。こ
う
し

た
観
点
か
ら
公
民
科
を
中
心
と
し
て

総
合
的
な
主
権
者
教
育
を
推
進
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

今
井
議
員　

若
者
の
安
定
雇
用
・
離
職

の
防
止
推
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

Ａ　

県
で
は
、県
内
企
業
に
協
力
を
呼

び
か
け
、会
社
見
学
会
や
働
く
意
味
な

ど
を
経
営
者
自
ら
が
教
え
る
特
別
授

業
等
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、「
若
者

し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」な
ど
で

き
め
細
か
に
就
職
支
援
を
行
い
、こ
の

４
年
間
で
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
２
万
７

千
人
余
り
の
方
が
就
職
し
、そ
の
８
割

が
正
規
雇
用
と
な
っ
て
い
る
。「
正
規

雇
用
促
進
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
新

設
し
、今
後
も
若
者
の
安
定
雇
用
に
よ

り
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

田
辺
議
員　

本
県
の
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
推
進
計
画
」
策
定
に
お
い
て

は
、
貧
困
な
環
境
に
置
か
れ
た
子
ど

も
の
数
を
試
算
し
、国
が
示
す
25
の
指

標
に
は
県
独
自
の
数
値
目
標
を
設
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

計
画
策
定
の
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
数
は
、就
学
援
助
率
を
用
い
て
按

分
計
算
す
れ
ば
約
17
万
５
千
人
と
な

る
。
本
県
の
生
活
保
護
世
帯
の
高
校

等
進
学
率
や
中
退
率
、児
童
養
護
施

設
入
所
等
児
童
の
大
学
進
学
率
な
ど

は
全
国
数
値
と
の
か
い
離
が
大
き
い

た
め
、数
値
目
標
を
設
定
し
、重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
田
議
員　

今
年
４
月
に
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
が
本
格
施
行
さ
れ
た

が
、本
県
の
任
意
事
業
の
実
施
率
は
低

い
。任
意
事
業
の
必
要
性
、各
市
へ
の

働
き
か
け
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

生
活
困
窮
者
の
方
々
は
就
労
や

家
計
面
な
ど
に
複
合
的
な
問
題
、課

題
を
抱
え
て
お
り
、就
労
準
備
支
援

や
家
計
相
談
支
援
な
ど
任
意
事
業
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。ま
た
、

各
市
に
対
し
て
９
月
に
担
当
課
長
を

集
め
た
会
議
で
県
に
お
け
る
先
進
事

例
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。今

後
と
も
働
き
か
け
を
強
め
、実
施
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

大
橋
議
員　

防
災
に
関
連
の
競
技

を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る「
防
災
運
動
会
」
。全
県
に

広
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ　

市
町
村
や
自
主
防
災
組
織
に
お

い
て
は
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

「
防
災
運
動
会
」も
そ
の
一
方
策
だ
と

考
え
て
い
る
。県
で
は
、各
地
の
消
防

団
員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
で「
防

災
運
動
会
」を
は
じ
め
、地
域
の
防
災

力
を
高
め
て
い
く
各
種
取
り
組
み
を

紹
介
し
て
い
る
。
引
き
続
き
市
町
村

の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行
う

よ
う
助
言
し
て
い
く
。

佐
々
木
議
員　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
の

実
施
箇
所
の
拡
大
が
実
現
し
た
場
合
、

申
請
す
る
つ
も
り
は
あ
る
か
。

Ａ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
で
は
、国
と

地
方
の
組
織
・
命
令
系
統
が
残
り
、迅

速
な
対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
な
ど
の

課
題
が
あ
る
も
の
の
、特
区
は
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
地
方
移
管
へ
の
突
破
口
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。特
区
の
実
施
箇
所

が
今
後
拡
大
さ
れ
る
場
合
に
は
、利

用
者
の
一
層
の
利
便
性
の
向
上
や
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
観
点
か

ら
、県
と
し
て
も
手
を
挙
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

仁
戸
田
議
員　

市
町
村
や
各
学
校

で
は
、
学
力
調
査
を
独
自
に
実
施
し

て
い
る
と
聞
く
。
教
育
長
に
実
施
状

況
や
所
見
を
尋
ね
る
。

Ａ　

平
成
26
年
度
で
は
、す
べ
て
の
市

町
村
で
独
自
に
学
力
調
査
を
実
施
。

そ
の
う
ち
小
学
校
の
全
学
年
、中
学
校

の
全
学
年
で
実
施
し
て
い
る
の
は
、そ

れ
ぞ
れ
52
市
町
村
と
な
っ
て
い
る
。信

頼
性
が
担
保
さ
れ
た
学
力
調
査
は
、

個
々
の
児
童
生
徒
の
学
力
を
客
観
的

か
つ
多
面
的
に
把
握
・
分
析
で
き
る
こ

と
か
ら
、確
か
な
学
力
を
育
成
す
る
上

で
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

民主・県政
県議団
民主・県政
県議団
民主・県政
県議団

今井 保利 議員

田辺 一城 議員

佐々木 允 議員 大田 京子 議員

渡辺 美穂 議員

原中 誠志 議員

大橋 克己 議員仁戸田 元氣 議員

一
般
質
問
か
ら

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　

一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
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国際交流の取り組みと成果国際交流の取り組みと成果国際交流の取り組みと成果
　福岡県議会では、海外の議会との友好交流協定の締結など、地域間交流に積極的に取り
組んでいます。
　また、知事とともに海外での福岡プロモーション事業等において福岡県のPRを行うなど、
本県の観光、産業振興を推進しています。 
　さらに、委員会や議員連盟等により、政治、経済、文化、スポーツ等幅広い分野で、海外の
他の地域と各種の交流を推進するとともに、その調査研究を行い、協力関係を形成すること
により友好親善と相互理解を深め、もって国際社会に参画し、福岡県の国際交流に寄与する
ことを目的に、さまざまな活動を行っています。

県議会の友好交流
● 米国　ハワイ州議会（S56年度～）
● 中国　江蘇省人民代表大会（H5年度～）
● タイ　バンコク都議会（H19年度～）
● 韓国　慶尚南道議会（H24年度～）
● ベトナム　ハノイ市人民評議会（H26年度～）

　福岡県とベトナム　ハノイ市が締結した「環境協力
協定」に基づいた「スァンソン廃棄物処分場」（H27.6
竣工式）、タイ中央政府からの要請に基づいた「タ
イ　シーキウ市廃棄物処分場」（H27.10竣工式）が、
JICA草の根事業も活用した本県の技術協力により
竣工しました。 

福岡方式による廃棄物処分場の整備

　この特別展は、福岡
県台湾友好議員連盟
のメンバーが台湾の
総統府や台北　國立
故宮博物院を訪問し
九州での開催を要請
してきたもので、これ
までの地道な活動の
継続により、日台の人
と人、地域と地域の交
流の絆を強めてきた
成果と考えています。

台北 國立故宮博物院
―神品至宝―の開催（H26.10.7～11.30）

　県議会は、福岡県内の市や町などから提供を受
けた消防自動車をバンコク都側に寄贈しました。
　新たな地で有効活用していただき、友好交流の
更なる発展に寄与することと考えられます。

タイ  バンコク都へ
消防自動車９台を寄贈（H26.3.28寄贈式）

　海外福岡県人会は、福岡県と県民が移住された国
とをつなぐ草の根交流の窓口として大変重要な役割
を担っています。
　本県では海外福岡県人会子弟招へい事業や県費留
学生制度などを通じて、海外福岡県人会の次代の活
動の担い手である青少年の育成に取り組んでいます。
　県議会としても、これらの事業の継続を求めてお
り、今後も執行部とともに、海外福岡県人会を通じた
各国と福岡との交流の核となる後継者の育成に努め
ていきます。

海外福岡県人会世界大会開催（H25.10）

　この会は、県議会が提案し設立準備を進めたものであり、福岡で学
んだ留学生を中心に、企業駐在員や研修生として福岡に住まれたこと
のあるタイの方々で構成されています。
　今後、タイにおける本県との交流拠点のひとつとして、日本への留学
生の受入れ
拡大ととも
に、経済、青
少年、環境
等、様々な
分野で交流
を進めてい
きます。

タイ福岡OB会設立（H26.7）

　県議会が進めてきた県内高
校のベトナムへの修学旅行が平
成25年に実現し、今年度は、4校
の県立高校が修学旅行を行う
予定です。

ベトナムへの修学旅行

　平成20年に、県や農業関係団
体等の出資により設立された当
社は、安全でおいしい福岡県産
農産物等を、アジアを中心に輸
出することにより、県内農家等
の所得向上を目指しています。
　県議会としては、この取組
を、九州一体となった取組に発
展・拡大していきたいと考えて
います。

福岡農産物通商株式会社による輸出拡大

　県議会では平成24年5月に韓国　慶尚南道議会と
友好交流協定の締結を行いました。
　議会相互で訪問を実施し、意見交換を行うなど、
地域同士の交流を深めるため活動を行っており、今
後も続けていきます。

韓国との友好交流

　環境保全分野における両地域の交流を積極的
に推進するため、平成23年3月に環境人材交流、
環境技術交流、環境産業交流の促進を骨子とした
環境交流協定を締結しました。

中国  江蘇省と環境協力協定を締結

　県立水産高校の実習船「海友丸」が実習航行中に
ホノルルに寄港し、ルーズベルト高校と交流を行い、
帰りの福岡への航海にルーズベルト高校の生徒と教
師が乗船し、船内、福岡県内での交流を行っています。

ハワイ州  ルーズベルト高校との交流

ベトナム・ハノイ市ベトナム・ハノイ市

タイ・バンコク都タイ・バンコク都

ベトナム・ハノイ市

タイ・バンコク都

中国・中国・江蘇省江蘇省

台北台北台北

中国・江蘇省

韓国・韓国・慶尚南道慶尚南道韓国・慶尚南道

タイ・シーキウ市タイ・シーキウ市タイ・シーキウ市

福岡県福岡県福岡県

米国・ハワイ州米国・ハワイ州米国・ハワイ州

国際環保産業博覧会（H25.11）

（県立明善高校）（県立明善高校）

（県立（県立水産水産高校）高校）（県立水産高校）

（県立明善高校）
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　9月9日、中国・江蘇省の許津栄（キョ シンエイ）副省長を団長とする江蘇
省友好交流訪問団の皆さんが県議会を訪問され、正副議長や各会派の代
表者、福岡県日中友好議員連盟の役員がお迎えしました。
 井上忠敏議長は、「江蘇省と福岡県は1992年に友好提携の締結を行い、
経済貿易、環境保全、文化、教育、青少年などの各方面において交流を続
け、友好的な協力関係を構築してきました。福岡県議会としても、日中友好議
員連盟を中心として、日中友好の推進を目指し、今後とも交流を深めていきた
いと考えています」と挨拶しました。
　許副省長は、「江蘇省は、福岡県との友好交流を大変重視しており、今回の
訪問で福岡の皆様と友情を深め、今後さらに協力できる分野を増やしていきた
いと考えています。福岡県議会と江蘇省人民代表大会の呼びかけのもと建園
した江蘇・福岡友好櫻花園は、来年20歳の誕生日を迎え、福岡県と江蘇省の
友情のシンボルとなっています。江蘇省を代表しまして、来年の春、桜の咲く頃
にぜひ櫻花園をご訪問いただきますようお願いします」と挨拶されました。

中国・江蘇省友好交流訪問団 韓国・全羅南道議会訪日団

　10月29日から7日
間の日程で、井上忠
敏議長は、会派代表
者や小川洋知事らと
ともにイギリス・ロン
ドンを訪問しました。
　訪問団は、2019年
の福岡大会を成功さ
せるため、大型スク
リーンが設置され、入
場券のないファンや
観光客が無料で試
合中継を観たり、ラグ
ビーの体験コーナーが楽しめる公式イベントスペース「ファンゾーン」（写真）や
スタジアムの運営等について視察を行いました。
　また、この機会をとらえ、本県への観光誘客と県産品の輸出促進を目的と
した福岡プロモーションを行いました。

欧州福岡県訪問団
　10月7日・8日の日程で、井上忠敏議長は、小川洋知事とともに「釜山国際
フードエキスポ2015」の会場内において開催される、日韓国交正常化50周
年を記念した「日韓文化交流プロジェクト～コンテンツあふれる街FUKUOKA 
in 釜山～」に参加するため、大韓民国・釜山広域市を訪問しました。
　オープニングセレモニーで井上議長は、「日韓国交正常化50周年にあたる
本年は、各地で活発な交流活動が実施されています。今回、魅力ある出展
がされていますので、韓国の皆様には、日本、そして福岡の文化、食、伝統芸
能を存分に堪能していただ
きたい」と挨拶し、テープカッ
トを行いました。
　また、釜山広域市議会の
孫相龍（ソン サンヨン）副議
長と、地方同士の友好交流
の重要性について意見を交
わしたほか、実践型英語教
育施設「釜山グローバルビ
レッジ」を視察しました。

韓国・釜山広域市を訪問

　10月23日、ラグビー日
本代表の五郎丸歩選
手の著書「不動の魂」
の贈呈セレモニーが県
庁ロビーで行われ、県
議会から、井上忠敏議
長、福岡県スポーツ議
員連盟の田中秀子会
長などが出席しました。
　五郎丸選手は「イン
グランドで行われたワールドカップでは、日本のラグビーの歴史、また、世界の
ラグビーの歴史を大きく変えることができたことをうれしく思います。2019年に
は、ここ福岡でもワールドカップが開催されます。ぜひとも、皆さんで盛り上げ
ていただければと思います」と挨拶されました。
　井上議長は「感動をありがとうございます。五郎丸選手は、福岡県の誇り
です。2019年に向かって一段と精進されることを願っています。頑張ってくだ
さい」と挨拶しました。
　贈呈された著書は、県内の約450の中学校・高等学校に寄贈されることと
なります。

　10月15日、井上忠敏議長は小川洋知事とともに、福岡県選出の国会議員と
の懇談会において、県政の重要課題について提言・要望を行うとともに、内閣
府や経済産業省などの関係省庁を訪問し、「活気にあふれた成長力に富んだ
経済と雇用の創出」や「女性・高齢者の活躍を始めとする多様な人材力の発
揮」など、本県の県政推進のため、提言・要望を行いました。
　また、文部科学省の外局として10月1日に設置されたスポーツ庁も訪問し、
鈴木大地長官に対し、アスリートの発掘・育成や、障害者スポーツの推進など、
本県の取り組みを説明し、地域スポーツの活性化や関連産業の振興について
提言・要望を行いました。

関係省庁等への提言・要望 ラグビー日本代表　五郎丸歩選手著書贈呈セレモニー

　10月5日、全羅南道議会の明炫官（ミョン ヒョングァン）議長をはじめとする
全羅南道議会訪日団の皆さんが、県議会を訪問され、正副議長や各会派の
代表者、福岡県日韓友好議員連盟の役員がお迎えしました。
　井上忠敏議長は「韓国と福岡県とは、昔から深い関わりのある地域であり
ます。今後とも一層の友好親善を深めて参りますとともに、今回の皆様の日本
訪問が実り多いものとなりますよう祈念いたします」と挨拶しました。
　明議長は、「大韓民国の西南端に位置します全羅南道は、広い平野、美し
い海に囲まれ、たくさんの島と調和した自然景観が美しいところです。このよう
な天恵を活用し、観光などに力をいれています。今回の日本訪問を契機とし
まして、更なる交流が図られますよう願っています」と挨拶されました。
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九州の自立を考える会　第9回広域行政セミナー及び臨時総会

全国豊かな海づくり大会福岡県実行委員会

　9月26日、第70回国民体育大会「2015紀の国わかやま国体」の総合開会
式が和歌山県紀三井寺陸上競技場で行われ、県議会を代表し、文教委員
会の伊豆美沙子委員長、西元健副委員長及びスポーツ議員連盟の田中秀
子会長、田辺一城幹事が出席しました。
　現地結団式で伊豆委員長と田中会長は「これまでの練習の成果を存分に
発揮され、福岡県を全国にアピールしてください」、「この『紀の国わかやま国
体』がみなさんにとって思いで多き素晴らしい大会となることを祈念します」と
述べ、選手の皆さんを激励し、選手団のみなさんと行進に参加しました。
　競技は、9月27日～10月6日の日程で開催され、福岡県選手団の総合成績
（天皇杯）は8位でした。

第70回 国民体育大会福岡県選手団

　9月11日、「第37回全国豊かな海づくり大会福岡県実行委員会」設立総会
及び第１回総会が福岡市で開催され、県議会を代表して井上忠敏議長が
出席しました。全国豊かな海づくり大会は、水産資源の維持・培養と海の自
然環境保全の必要性を広く国民に訴えるとともに、漁業の振興と発展を図る
ことを目的に毎年開催される国民的行事で、平成29年度には、福岡県で開
催されます。会議では、会長に小川洋知事、副会長に井上議長、服部誠太
郎副知事、佐藤政俊福岡県漁業協同組合連合会会長が選任されたほか、
大会スケジュールや基本構想等を審議し、開催時期は平成29年秋ごろ、式
典会場は「宗像ユリックス」（宗像市）、放流・海上歓迎行事会場は「鐘崎漁
港」（同市）とすることなどを決定しました。

● 12月  1日（火）　開      会

● 12月  7日（月）　代表質問

● 12月  8日（火）　代表質問

● 12月  9日（水）　一般質問

● 12月10日（木）　一般質問

12月定例会のスケジュール（予定）
● 12月11日（金）　一 般 質 問

● 12月14日（月）　常任委員会

● 12月15日（火）　常任委員会

● 12月16日（水）　常任委員会

● 12月18日（金）　閉　　　会

12/1（火）から
12月定例会が
始まります！
日程は右のとお
りです。傍聴・視
聴の際の参考に
してください。

　10月8日、「九州の自立を考える会」の第9回広域行政セミナー及び臨時総
会が福岡市内で開催されました。
　冒頭、藏内勇夫会長は、「本会を設立してからの4年間の成果として、九州
及び福岡県の成長戦略に係る提言を行った。これからも皆様とともに知恵を
出し合い、九州を一つにまとめ、基礎自治体である市町村を振興するために、
成長戦略の実現を図っていきたい。本会の設立によりミッションを立ち上げ、ビ
ジョンを示したわけだから、今後は、真の地方創生、地方の自立に向けたグラ
ンドデザインを描き、そこに到達するロードマップを示していかなければならな
い、ということを念頭に活動を続けていく所存である」と挨拶を行いました。
　セミナーでは、元観光庁長官で、公益財団法人大阪観光局の溝畑宏理
事長により「観光立国と地方創生で九州を元気に」をテーマとした講演が行

われました。
　県議会を代表し、井上忠
敏議長が出席した臨時総
会では、原口剣生議員（自
民党県議団会長）が新たな
副会長に、また松尾統章議
員が理事兼会計責任者に
選任され、同会の新たな役
員体制がスタートしました。

　9月12日、第35回
ときめきスポーツ大
会が久留米市内で
開催され、開会式
に県議会を代表し
て井上忠敏議長が
出席しました。この
大会は、スポーツを
通じて、知的障害
者の自立と社会参
加を促進するととも
に、社会の知的障害に対する認識と理解を深めることを目的に昭和56年か
ら毎年開催されています。35回目となる今大会は、陸上、フライングディスク、
卓球、ボウリングの4競技に、約1,700名の選手が参加しました。井上議長
は、「選手の皆様は、この大会を目指して日々練習を重ねてこられたと伺って
います。日ごろの練習の成果を存分に発揮していただくとともに、この大会を
通じて、交流と友情の輪が大きく広がることを心から願っています」と挨拶
し、選手の皆さんを激励しました。

第35回ときめきスポーツ大会

編
集
・
発
行
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全国都道府県議会議長会定例総会

議会事務局の組織と問い合わせ先

※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情報コーナー、
県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希望の方は、県議会
事務局調査課へご連絡ください。

※次号（第17号）の発行は、平成28年2月中旬を予定しています。

■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823／FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課
■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827／FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 情報公開　■ ホームページ
■ 本紙へのご意見、ご要望　など
TEL 092-643-3832／FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806／FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※福岡県議会についてのお問い合わせは、県議会事務局の各課・室までお寄せください。

　10月27日、第152回全国都道府県議会議長会定例総会が宮城県仙台市
で開催され、井上忠敏議長が出席しました。
　総会では、地方創生の推進のほか、地方税財源の充実確保、防災・
減災対策の強化、平成28年度以降における復興財源等の確保、東京電
力福島第一原子力発電所事故対策などの決議、並びに、日本人拉致問
題の早期解決や女性の活躍の推進、地方経済の再生など「平成28年度
政府予算編成に関する提言」について協議を行い、原案のとおり可決し
ました。
　また、総会終
了後には、歌手
の森公美子氏
（みやぎ絆大使）
による講演が行
われ、被災から
5年が経つが、
復興はまだ不
十分、更なる協
力をお願いした
いと述べられま
した。
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